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I.研 究 目的  ト マ トの生理障害現象の中において発生率が高い ものに裂果があ

1.裂 果 とは,果 実内の膨圧が果皮の限界点 を超 えることによ り裂 ける現象で,商

十:r西値 を下げる原因 となる。発生要因 としては,そ の栽培過程 にお ける周辺環境 と

卜分管理の影響 によ り,果 実内部の水分動態が変化す るため と考 えられている,生

と実家では,西 向きのハ ウスにおいて朝方に裂果が多い と言われていることか ら,

質試験 では,南 北畝における 日射環境の違いが トマ トの茎内流量に及ぼす影響 を気

象環境 との関係 を含め検討 した。

Ⅱ.試 験方法  南 北畝計 64株 の トマ トの うち,東 4R11から日射 があたる東畝 と西側

中 ら日射があたる西畝において 1株 ずつ計 2株 を選 出 し, 1タ ーム 5日 の試験 を,

ターム毎に株 を変 えて合計 4タ ーム行 つた。試験株 には茎基部 ,葉 柄部 ,果 梗部 の

3箇 所 にフローセ ンサーを設置 して各地点における茎 内流量を測定 した。果実の伸

キ状況を涙J定す るために対象果実にはデン ドロメー タを設置 し, 日射量 と温湿度 を

1よ!定す るためにハ ウス内に熱型全天 日射計 と温湿度計を設置 した.デ ー タは ,デ ー

タコガー (CR23X)に 記録 した。土壌水分は pF2.0以 下なるよ うに濯水 を行 った ,

また,試 験 に使用す る株は,果 齢や成長状況が等 しくなるように選定 した,

田.試 験結果及び考察  [茎 基部流量 ]吸 水開始時刻は両畝 ともに 6時 付近 を記

ま し,差 はなかった。最大茎内流量には時差があ り,東 畝は午前に多 く,西 畝は午

後に多 く測定 された。茎 内流量は 日射量 との相関も高 く,こ れ によ り東西畝の 日射

家境の違いが最大茎 内流量の発生時刻に影響 を及ぼ していると考えられ る。 日積算

1克量は,東 畝 よ りも西畝が大きくなった。茎 内流は 日射 同様 ,気 温 ・相対湿度 とも

=い 相関を示 した。西畝では,十 分な 日射エネルギーが供給 され る午後に気温が高

くなることか ら,東畝 よ りも日積算流量が大 きくなった と考えられ る.[葉柄部流量 ]

と基部 と同 じ傾 向であったが,東 西の違いは よ り顕著であった。[果梗部流量 ]東 西

玖において吸水開始時亥Jと最大茎 内流量の時差はなかった。最大茎 内流量は どち ら

も早朝 に測定 された。 日積算流量は東畝が大 きかった。気温 ・相対湿度及び 日射量

との相関はみ とめ られなかった。[果実ひずみ量]東 西 どちらの果実 も早朝か ら昼 に

かけて膨張 し,そ の後収縮 し,そ れ を繰 り返 していたが,変 動幅は東の方が大きか

った。なお, 日射量 との相関はなかった。

Ⅳ,総括  茎 基 ・葉柄部の茎 内流量は 日射量 ・気温。本目対湿度 と関連があった。また,

日射量 と気温の条件が整 うことで流量の増加が起 こると考 えられ る。果梗部では,

この よ うな関連はなかった。果実は明け方前に最 も収縮 し,か つ ,早 朝 に最大流量

が記録 され ることが朝 に裂果が多 く発生す る原因 となっている可能性がある と考 え

られ る。今回の実験では,西 畝の果実への流入が大きい とい う現象は見 られ なかっ

たが,果 齢 によつて も水分動態は異なるため,同 じ株 で複数の果梗の茎 内流量測定

をし,そ の流量の違いを検討す る必要があると考えられ る。
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